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た. CT上，右前側頭葉に巨大な cyst.(9+8+7 cm) 
を伴った， homogeneousenhancementをうける腫湯









rating lilood vesselsの pialsheathといわれ，肉般的IC
は， soft，境界は irregularで， necrosisや出血などを
お乙して， cvstを形成する場合もあるといわれる．
Baileyは， duramater由来の品brosarcomaを，巨大な











































































については， Langhan"sgiant cel がなく，培養，胸
部レントゲン等から否定的である．
結局， inflammatorygranulomaを考えたが，何IL
対する reactionなのか，また inflammatorygranuloma 
IL異型性をもっ細胞が多数存在する点疑問であり，結
論を得るに至っていない．
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範囲lζ分布しており，頚部には， carotidbody, glomus 
jugulare, intravagal paragangliaなどがある．これら
から腫携が発生するが， carotidbody tumorが長も多
く，次に glomusjugulare tumor, intravagal paragan-
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L-15, Eagle MEM 混合培養液（ 6~ぢ FCS）にて活発
に増殖し（doublingtime 24時間），現在まで18カ月
(66代） in vitroで継代培養しており，＇.＼ T 2・26と命名
された．染色体数は近二倍体で，モードは46である．








dibutyryl adenosine 3',5'-monophosphate (db-cAl¥1P), 
Cytochalasin B にて形態変化を認めた．各々， lml¥I町
5μg/mlの濃度にて， db-cAMPでは1～3時間後，
Cytod叫 asinBでは48～72時間後に，細胞より突起を
生じ， astrocyte様に形態が変化した この変化は， 7
日を越えると細胞死が増加し，不可逆性となった．乙





1) Igarashi, K., Ikeyama S., Takeuchi, M. and Su-
gino, Y. Morphological changes in rat glioma cells 
caused Ly adenosine cyclic 3',5' -monophosphate. 
Cell Struct. Funct. 3: 103-112, 1978. 
2）古田知久，藤原敬，大西林吉，員lj兼博，田淵
和雄，西本詮，培養 ratglioma (C-6）細胞の


































すなわち， primarybrain tumorでは gliomaとそれ
以外の腫蕩が鑑別できた．
Metastasisは， 3.1ppmの peakが1本であった．
乙れらの sharppeaks は，乳酸， aminoacidなどの
比較的小さな物質由来のものであるととが，標準物質
のspectrumから推測された．














脳関門透過性を 14C-alphaamino i5olitylic acid (AIB) 
autoradiography法lとより定量し， ステロイド治療に
よる透過性の変化を検討した．






















症例は7才男で， 頭蓋内圧冗進を来たし， CT(Fig. 
1）にて，松果休部腫蕩を認めた.AFP は血中 222ng/
ml，髄液中 140ng/mlで， HCGは血中 17.9mIU/ml,
髄液中 106mIU/ml, CEAは各々 1.0ng/ml以下であ
















絵果休部に発生する germcel tumorの中で， emb・








































































































く目的＞ 5-Fl~・ の masked componentである FT-
207 Iこuracilをモル比1:4で混合した制癌剤 L’FT




＜対象・方法＞ ニトロ ソウレア誘発の ratglioma 
株化細胞 C6,RG12をそれぞれ＼＼＇ isterrat, Fisher rat 
































































オー7でも， mvitroの実験では A仁N℃ 100μ.g/ml 
の濃度で，十分な殺細胞効果が得られる．静注法では
AC＇.＼どを 2mg/kg投与しでも，最初の5分間に 4
CBF' 50ml /l 00 g o千 b'8m/min 
One intemal e・••tid a<te<y supphes 400 g。， b<ain
lnt<aca•。tid '"Je<ti。n。f100 mg of ACNU in 5 m<n 
ACNU concent<ati。n
＝’師mgI 400g fo• 5 min 
＿，叩mgI 10曲 mlf。， 5min 
=I田μgI ml fo• 5 min 
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203 glioma細胞を用いて， ACNUの濃度を各々 10
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Effect of Intracarotid ACNU for Intrace-
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tumor 脳腫湯患者87例を中心に，血中 ICの検出を行い，
臨床的意義について検討した．血中 ICの検出法は，
抗原非特異的な，補体レセプターを利用した Rajicel 
rad凶mmunoassayとpolyethylengrycol沈澱法を用い
た Clqbinding assayとにより行った．グリオー7患
者群の血中 ICは，非グリオー7患者群や脳血管障害
患者群と比べ， 2方法とも量的K高値を示し，陽性率
も上昇していた（図1,2）. またクリオーマ患者の血中
IC値は手術により低下しなかったが， グリオー7の
再発患者は初発患者に比べ高い IC値を示した．グリ
